
『サ ン トス の御 作 業 』 の 稿 本 バレト写本の注記より

川 口 敦 子

1.は じめに

日本に初 めて活版印刷機がもたらされたのは1590年7月 のことであった。 これ以降、幕

府 の禁教令に伴 うコレジョの解散によって 日本での出版活動が停止する1614年 まで、 日本

のイエズス会ではいわ ゆる 「キ リシタン版」の出版活動が精力的に行われた。 しか しその

大半は後世の弾圧 と迫害によって失われ、現存するキリシタン版 は約30点 、 その他 には写

本類が数点確認 されているだけである。

1591年 刊加津佐版 『サン トスの御作業の内抜書』(')(一 般 には略 して 『サ ン トスの御作

業』 と呼ばれる)は 、現存最古のキ リシタン版 として知 られている。 ローマ字書きの 日本

語文で、十二使徒を始めとする諸聖人の伝記 を収 めたものである。

1591年 に成立 した 「バ レ ト写本」〔3)は、1590年 に 来 日したポル トガル人イエズス会土マ

ノエル ・バ レ トの書写による文書集であり、ローマ字書 きの 日本語文で福音書や奇蹟物語、

聖人伝 などを収めたものである。本文の行間及び欄外 にはバ レ ト自筆の注記(書 き込み)

が 多く見られる。

バ レ ト写本(以 下 「写本」 とす る)の164r―368rに 収 められてい る聖人伝は、版本 『サ

ン トスの御作業の内抜書』(以 下 「版本」 または 『サン トスの御作業』とす る)と の関係 が

問題にされてきた。 しか し、同年に成立 した両者の関係は、よくわかっていない。

版本 と写本の本文比較は、キ リシタンの翻訳史やキ リシタン版の制作過程を知 る上で重

要 なものであるが、充分な研 究がなされてきた とは言い難い。土井忠生氏や福 島邦道氏に

よる一部の聖人伝 の本文比較の論考 σ)があるが、それ以外は、それぞれの本文を理解す る

ための注釈的な利用 がほ とん どである。写本 と版本の本文の比較研究が進まなかったのは、

写本所収聖人伝の閲覧が困難 であるU)こ と もあるが、同年 に成立 した版本 と写本所収聖人

伝の本文の関係が明らかでないことも要因の一つであろ う。

本稿は、バ レト写本の注記 を手がか りに、版本 と写本所収聖人伝の関係 を明 らかに して

い くことを目的 とす る。
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2.聖 人 伝 諸 本

2.1.写 本 所 収 聖 人 伝 と版 本 『サ ン トス の 御 作 業 』

写 本 に は32編 、 版 本 に は31編(第1巻17編 、 第2巻14編)の 聖 人 伝 が 収 め ら れ て い

る 。 写 本 に 収 め られ て い る32編 の 聖 人 伝 の うち 、13編 が 版 本 第1巻 、4編 が 版 本 第2巻 と

共 通 す る(表1参 照)。

共 通 す る17編 の 聖 人 伝 の 内 容 及 び 本 文 は よ く似 た も の で あ る が 、 標 題 の 違 い や 、 本 文 の

異 同 や 欠 落 も多 く認 め られ る 。

(1)標 題

聖 人 伝 全 体 の 標 題(書 名)お よ び 各 聖 人 伝 の 標 題 は 、 写 本 で は 原 則 と し て ポ ル トガ ル 語

で 書 か れ て い る が 、 版 本 で は 日本 語 で 書 か れ て い る。 例1-2の よ う に 、 写 本 所 収 聖 人 伝 の

中 に は 、 日本 語 に 一 部 ポ ル トガ ル 語 が 混 在 す る 標 題 を持 つ 例 も あ る。

ま た 、 写 本 に は 聖 人 伝 の 出 典 は 書 か れ て い な い が 、 版 本 で は 各 聖 人 伝 の 題 に 続 け て 出 典

とそ の 作 者 が 記 さ れ て い る 。

(例1-1)写 本eポ ル トガ ル 語 、 版 本=日 本 語

VidasgloriosasdealgusSanctosESanctas.(何 人 か の 聖 人 た ち と聖 女 た ちの 栄 光 あ る 生

涯)

(バ レ ト写 本164r・ 所 収 聖 人 伝 部 分 の 冒 頭)

SANCTOSNOGOSAGvEONOVCHINVQIGAQIquandaiichi.〔 サ ン トス の 御 作 業 の 内

抜 書 巻 第 一 。〕

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第1巻 表 紙)

(例1-2)写 本=日 本 語 に 一 部 ポ ル トガ ル 語 が 混 在 、 版 本e日 本 語

DESanctoEustaquiogosaguionocoto.〔 デ サ ン ト ・エ ウ ス タ キ オ 御 作 業 の こ と。〕

(バ レ ト写 本233r・ 聖 エ ウ ス タ キ オ 伝 の題)

S.EVSTACHIONOgosagueo,narabiniSonoMARTYRIONOYODAICORE.S.

ANTON-NONOCAQITAMOjbguanto,PedroanatalibustoyuBisponogirocunimiye[ari.

〔サ ン ト ・エ ウ ス タ キ オ の 御 作 業 、 並 び に そ の マ ル チ リ ヨの 様 体:こ れ ア ン ト ・ア ン

トニ ノの 書 き 給 ふ 上 巻 と 、 ペ ドロ ・ア ナ タ リブ ス と い ふ ビ ス ポ の 記 録 に 見 えた り。〕

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第1巻p.275「 サ ン ト ・エ ウ ス タ キ オ の御 作 業 」 の 題)

例1-2の 場 合 、 写 本 は 、 他 の 聖 人 伝 の 題 と 同 じ よ うにrVidadeSanctoEustaquio」(聖 エ ウ
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スタキオの生涯)と あるはずの ところを、「de」だけを残 して 日本語 に翻訳 した題になって

いる。 この問題 にっいては土井忠生氏の指摘があ り(3)、写 本の標題が底本 をそのまま受 け

継いだ ものなのか、あるいは底本の 日本語 をバ レ トがポル トガル語 に書き改めたものなの

か、どち らとも断定しがたい。

(2)本 文 の異同

写本 ・版本 の本文には、単語 レベル の小さな異同の他、文単位での異同が ある。

(例2-D単 語 レベルの異同

三つ の敵 とは我が身、 この世界 、天狗、これな り。今 日の喜びは大きなる喜びな り。

(写本164r「 序(聖 ペ ドロ伝)」)

三つの敵 とは我が身、この世界 、天狗、これな り。今 日の祝ひはキリシタンの うちの

第一の祝ひな り。

(『サン トスの御作業』第1巻p.1「 サ ン ・ペ ドロ伝」)

(例2-2)文 ・段落単位 での異同

そ もそもイタ リヤの国ロウマの大王をばオノ リヨと申し、またゲレシヤの国の大王 を

ばアル カヂ ヨと申す。 このご両人 ともにキ リシタンの御司にてその国みなキ リシタン

ダアデなれば、何れ も豊かに治むる。そのこ時代 にロウマの帝王の第一の臣下にエ ウ

ヘ ミヤ ノと申す ご仁体は、勝れたる郎等の頭 となる者 を三千騎持ち給ふ。

(バ レ ト写本263r「 聖ア レイシ ョ伝」)

そ もそもアルカヂ ヨとオノ リヨ ・エ ンペラ ドウルの時代にロウマの帝王の第一の臣下

にエ ウヘ ミヤノと申す大人ありけるな り。

これは勝れたるご仁体にてま します故、郎等の頭 となる者 を三千騎持ち給ふ。

(『サン トスの御作業』第2巻p.86「 サ ン ト・アレイシ ョの御―作業」)

(3)本 文の欠落

写本 ・版本それぞれの聖人伝には、対応す る本文の箇所にいくつかの欠落箇所 がある。

単語や文単位の欠落の他 、時にはまとまった段落やエピソー ドの欠落が見られ る。

(例3-1)文 単位の欠落…写本 に欠落がある例

サン ・ペ ドロはジュデ ヨの子孫た るによって御主ゼズ ・キリシ トのこ家風に任せて、

クルスにかか り給ふ な り。 これ らの道理に従って、今 日エケ レジヤよ り深 く祝ひ給ふ

ものなり。
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さればベア トによってデ ウスの こ内証に叶ひ給ふ人にてま します といふ ところばか

りを喜び奉 るもあ り。

(『サン トスの御作業』第1巻p.2「 サ ン ・ペ ドロの御作業」)

サ ン ・ペ ドロはジュデ ヨの子孫たるによって御主ゼズ ・キ リシ トのこ家風に任せてク

ルスにかか り給ふな り。

さればベ ア トによってデ ウスのこ内証に叶ひ給ふ人にてま しま したるばか りを喜び

奉 るな り。

(バ レ ト写本164v「 序(聖 ペ ドロ伝)」)

(例3―2)文 単位の欠落…版本に欠落がある例

或 る時サン ・ジョアン指をさして、その折節通 り給ふゼズ ・キ リシ ト御扶 け手にてま

しますことを教え給ふによって即時にサン ト・ア ンデ レ ゼズ ・キリシ トのおん跡 を

慕ひ奉 りておん弟子 となり給ふなり。

(バ レト写本165r「 聖ペ ドロ伝」)

或 る時サ ン ・ジョア ン指 をさしてゼズ ・キ リシ トを教え給ふによって、即 ちサン ト・

ア ンデ レはゼズ ・キリシ トの御跡を慕ひ奉 りてみ弟子とな り給ふな り。

(『サ ン トスの御作業』第1巻p.4「 サ ン ・ペ ドロの御作業」)

(例3-3)段 落 ・エピソー ドの欠落…写本に欠落がある例

さればロウマ より国司の後継ペ レニ ヨといふ仁体来た られけるが、 ヒリッペを殺 した

き との企てなれども、洛中の諸人大切に存 じけれ ば、叶はず して、武略 をたくみキ リ

シタンを尊む と申しな して、 ヒリッペに近づき寄 り謀って、刺 し殺 し申すな り。三 日

は死 し果て給はず して、キ リシタンを集 められ、精を出だ して ヒイデスを勧 め、いよ

いよ力をっ け給ひて、ご時刻近づ き給ひければ、尊き数多のしる し顕はれて 御 アニ

マ色体を離れ給ふ。

(『サン トスの御作業』版 本第2巻p.132―133「 サ ンタ ・エ ウゼニヤの御作業」)

さればロウマより国 司の後継 ピリニ ヨといふ仁体来たれ りけるが ヒリッペ を殺 した

き との企てなれ ども 洛中の諸人大切 に存 じけれ ば 叶はず して キ リシタンを集め

られ 精 を出だしてヒイデスを勧め いよいよ力 をっけ給ひて こ時刻到 り給ひけれ

ば 尊き数多のしるし顕はれて御アニマ色体を離れ給ふ。

(バ レ ト写本258r-258v「 聖 女エ ウゼニヤ伝1)

(例3-4)段 落 ・エピソー ドの欠落…版本に欠落がある例

即 ち乞食 の着 たる濫襖 をのが し給ひて、それを召 されけるな り:そ の橿褄の裏に染み
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着 き重なれたる稼れ を見れば 目を苦 しみ、その うちに籠る悪 臭 の数々臭き匂ひ鼻 を穿

って辺 りへ近づ くも難儀なる着物 をひたと着給ひて御身の肌雪のごとくに白ければ隠

さるるために黒煉ぼ りの煤 なども御顔 より、御手、足まで塗 り申され、同 じく稼 き帽

子を引き被 り別 してうるさき貧人 どもの中に交はって居給ひ、・・

(バ レト写本267r―267v「 聖ア レイショ伝 」)

即 ち乞食の着たる濫襖 を脱がせ給ひて、それを召 され、同 じく檬き帽子を引き被 り別

して うるさき貧人 どもの中に交はって居給ひ、…

(『サン トスの御作業』第2巻p.94「 サ ン ト・ア レイシ ョの御作業」)

(3)に 挙 げた例を見て も分かるように、このよ うな欠落は版本 ・写本 の両方にあ り、

写本が版本の原稿であるとか、写本が版本 を写 したものである とい うように単純に考える

ことはできないのである。

土井忠生氏は、聖エ ウスタキオ伝 ・聖女エウゼニャ伝 ・聖アレイシ ョ伝 ・聖バルラン伝

の本文の内容を比較 した上で、「写本の本文は版本のに先行するもの と観て誤 りはない」と

している 〔6)。

尾原悟氏は、写本の本文が版本 を見て訂正を した と思われ る痕跡 が認められ るこ とか ら

「バ レ ト写本の大部分がそ っくりそのまま活字本 を転写 したものではなく、む しろ活字本

の完成原稿に先行 しているのではないか」と推測 している(η。

林 田明氏は、写本 と版本に異同が存在するという事実を根拠に、版本の草稿本 と写本の

底本は兄弟関係にあるとした 〔B)。

しか し、写本 と版本の問の関係について、それ以上のことは明 らかにされていない。

2.2.国字 写本

なお、この他の聖人伝の伝本 として、いくつかの国字写本の存在が知 られ ている。 寛永

年間水戸藩没収教書 『さん とあれ しよこんへそるの御 さ行』、寛政年間浦上没収教書 『ビル

前アナスタジヤ御作業』、『ビル前サンタカテレナの御作業』、慶長14-15年(1609-10)

頃の 作といわれ る 『伴天連記』所収の 『ルシヤの話』の4編 である。

この うち、聖女ルチア(ル シヤ)伝 である 『ル シヤの話』 は、版本 にもバ レ ト写本 にも

収 められ ていない。版本やバ レ ト写本に収められ た以外の聖人伝 も、い くつか流布 してい

たのである。

『さん とあれ しよこんへそるの御 さ行』は、元和四年(1618)の 奥 書を持ち、助詞や一
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部 の 表 現 に 小 さ な 異 同 は あ るが 、 そ の 本 文 は版 本 の 「サ ン ト ・ア レイ シ ョの 御 作 業 」 に 酷

似 し て い る 。 封 木 聰 子 氏 は 『さ ん と あ れ し よ こ ん へ そ る の 御 さ 行 』 に 、 版 本 の 一 行 に 相 当

す る 分 が そ の ま ま 脱 落 し て い る箇 所 が あ る こ と を 指 摘 した 。 版 本 第2巻109ペ ー ジ の4行

目 と5行 目 が 同 じquで 始 ま る こ とか ら、 国 字 に 翻 字 す る際 に 誤 っ て4行 目 を 写 し落 と し た

こ と に よ っ て 、 こ の 脱 落 が 起 こ っ た と考 え る ほ か な く 、 した が っ て 、 国 字 写 本 『さん と あ

れ しよ こ ん へ そ る の 御 さ行 』 は ロー マ 字 版 本 か ら の 翻 字 で あ る と推 定 した 〔9}。

『ビ ル 前 ア ナ ス タ ジ ヤ 御 作 業 』 と 『ビル 前 サ ン タ カ テ レ ナ の 御 作 業 』 は 、 版 本 「サ ン タ

・ア ナ ス タ ジ ヤ の 御 作 業 」 と 「サ ン タ ・カ テ リナ の 御 作 業 」 が そ れ ぞ れ 共 通 話 で あ る。 版

本 と は 大 体 同 じ本 文 で あ る が 、 言 葉 の 言 い 換 え が 多 い こ と が 知 られ て い る。 版 本 との 前 後

関係 に つ い て は 不 詳 で あ る。

3.参 照 注 記 か らの 考 察

3.i.参 照 注 記 に 引 用 され て い る 書 物

写 本 に は 欄 外 に 「Vide_J(～ を 見 よ)と い う形 式 で 、 参 考 文 献 と 思 わ れ る書 名 を 引 用

し て い る 注 記(参 照 注 記)が あ る 。 参 照 注 記 に 挙 げ ら れ て い る 書 名 は 『カ テ キ ズ モ

(catecisumum)』1例 、『舞(May)』8例 、『善 人 の 御 作 業(jenninnogosaguio)』 あ る い は 『御

作 業(gosaguiolgosague6)』 が7例 あ る 。 以 下 に 全 用 例 を 挙 げ る(*は 本 文 へ の 注 記 、#は

欄 外 注)。

・『カ テ キ ズ モ 』

043r11#Videcate/cismum/fol.79.go/passionno/dan:etfol./77.78.一

・『舞 』

006vO1#Perapiriltarapo=/brezada!lapo,nos/May..fol./.9。 一.(洞 穴 の 貧 し さ を 描

く に は 、 我 々 の 『舞 』9丁)(原 文 のlapoの 意 味 不 詳 、lapa(洞 穴)の 誤 りか)

OlIrl3#VideMay.!fol.91.92.(『 舞 』91、92丁 を 見 よ)

022vO1#VideMay/fol.17-1comobuscaaIMagdanena(『 舞 』17丁 を 見 よ。 マ グ ダ ネ

ラ を探 し求 め る よ うに)

049xO1#VideMay/fol.17.:-118.・.・(『 舞 』17、18丁 を見 よ)

077r10#VideMay/fol.17.18(『 舞 』17、18丁 を 見 よ)

078rO5#(01～)VideMay/fol.19.17.118.30.58/59.66.91./92x.(『 舞 』19、17、18、
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30、58、59、66、91、92丁 を 見 よ)

091xO1#May,fol/122.Tai/xoquano/may.(『 舞 』122丁 を 見 よ。 大 織 冠 の 舞)

098vO8#perasepin/tarapobre/zadocaza!ondenaceolVidenos/Mayfol.9.(生 ま れ

た 家 の 貧 し さ が 描 か れ る た め に は 、 我 々 の 『舞 』9丁 を 見 よ)

・『善 人 の御 作 業 』 『御 作 業 』

004r14#Videgosanguionofol.333,314.(『 御 作 業 』 の333、314丁 を 見 よ)

008vlO#VideJenni/nogosaguio/fol.336delmorteHero/dis.一.(『 善 人 の 御 作 業 』336

丁 を 見 よ ヘ ロデ の 死 に っ い て)

022vll*Videgosanguionofol.330.detryupho&c.(『 御 作 業 』 の330丁 を 見 よ 勝 利

な どに つ い て)

026vOl#Videgosa=/gueo8nofol./262p.a/adespedida/dex.o-1(『 御 作 業 』 の262丁 を

見 よ キ リ ス トとの 別 れ の 部 分)Vide330!detryupho-(330を 見 よ 勝 利 に つ い て)

0944)4#Videjenninnogosaguionofol.330.331.multa/inlaudeo.nimsanctoru.一.

(『善 人 の 御 作 業 』330、331丁 を 見 よ 全 て の 聖 人 た ち の 賛 美 の 多 さ)

097r13*VideJenninnogosanguionofol.330。331.multainlaud.ノMarryru,

Virginumque(『 善 人 の 御 作 業 』 の330、331丁 を 見 よ。 殉 教 者 た ち 、 お と め た ち の 賛

美 の 多 さ)

こ こ に 引 用 され た 『カ テ キ ズ モ 』 『舞 』 『御 作 業 』 『善 人 の 御 作 業 』 は 、 い ず れ も イ エ ズ ス

会 で 広 く読 ま れ て い た と推 定 され る 書 物 で あ る。

ロ ドリゲ ス 『日本 大 文 典 』p°)に は 『カ テ キ ズ モ 』 か ら の 引 用 が 見 え る 。

DeustenchimanziSuogosacunasareta.(デ ウス 天 地 万 像 を 御 作 な され た 。)「 カ テ キ ズ モ 」

(Ca[echismo)

(『日本 大 文 典 』83v、 訳 本p.318)

『日本 大 文 典 』 に 引 用 され た 『カ テ キ ズ モ 』 は 日本 語 に 翻 訳 され た も の で あ る 。 バ レ ト写

本 に 引 用 さ れ た 『カ テ キ ズ モ 』 も 日本 語 訳 の カ テ キ ズ モ(公 教 要 理)を 指 して い る と 思 わ

れ る 。 ま た 、 本 文 は ラ テ ン語 だ が 、1586年 に リス ボ ン で 日本 の 信 徒 の た め に 印 刷 され た イ

エ ズ ス 会 版 、 ヴ ァ リニ ャ ー ノ 著 『CatechismusCBristianaeFidei』(『 日本 の カ テ キ ズ モ 』)の

こ と を 指 し て い る の か も しれ な い 。 い ず れ に せ よ 、 当 時 『カ テ キ ズ モ 』 と 呼 ば れ る 書 物 が

イ エ ズ ス 会 で 広 く使 わ れ て い た の で あ る 。 バ レ ト もそ の よ うな 『カ テ キズ モ 』 を 引用 した

の で あ る。

(7)



『舞 』 は 現 存 し な い が 、 「nosMay」(我 々 の 『舞 』)と あ る こ と か ら も 、 イ エ ズ ス 会 に よ

る 『舞 の 本 』 で あ っ た と考 え られ る 。 『日本 大 文 典 』 に は 次 の よ うな 引 用 が あ る。

Icagauaxennaquicudoquinaquyorifocanocotozonaqui.(如 何 は せ ん 泣 き く ど き 泣 く よ り

外 の 事 ぞ な き 。)「 舞 」(Mai)

(『日本 大 文 典 』90v、 訳 本p.343)

ま た 、 ロ ド リゲ ス 『日本 語 小 文 典 』ω)に は

わ が 会 の 日 本 人 が 日本 語 の 古 典 作 品 を 会 話 体 に ま と め た も の 、 例 え ば わ れ わ れ の 文 字

〔ラテ ン文 字 〕 で 印 刷 され て い る 会 話 体 のMay(舞)

(『日本 語 小 文 典 』4v、 訳 本 ・上p.38)

と あ る こ とか ら、 「May(Mai)」 と い う名 の 書 物 は イ エ ズ ス 会 で 広 く使 わ れ て い た も の で あ

り 、 出 版 され て い た も の も あ っ た 。 写 本 に 引用 され た(Maysも 版 本 で あ る と は 限 ら な い

が 、 イ エ ズ ス 会 で 使 わ れ て い た 書 物 だ っ た で あ ろ う。

『御 作 業 』 は 、 『目葡 辞 書 』 や ロ ドリゲ ス 『日本 大 文 典 』 に も 引 用 が 見 え る書 物 で あ る 。

こ の 『御 作 業 』 は 『サ ン トス の 御 作 業 』 で あ る と言 わ れ て い る が 、 写 本 所 収 聖 人 伝 と の 関

係 も考 慮 に 入 れ て 、 出 典 を確 認 し て い く。

『目葡 辞 書 』 に は 、 「Gosag,」 「Gos.」 ,と い う形 式 で 出 典 が 明 記 され て い る も の で9例 の

『御 作 業 』 か らの 引 用 が 見 られ る('2)。 次 に 挙 げ る9例 の う ち 、(1)か ら(4)ま で の4例 は 、

引 用 され て い る 本 文 が 版 本 『サ ン トス の 御 作 業 』 の 該 当 個 所 の 本 文 と 一 致 して お り、 こ れ

ら の 引 用 の 出 典 が 『サ ン トス の 御 作 業 』 で あ る こ と が わ か る。

(1)Ficaricacayagi,u,aita,強 く光 り輝 く。 例 、Teinomenivaficaricacaauazaacanaru

oroiuoi,&c.〔 敵 の 眼 に は 光 り輝 く鮮 や か な る 鎧 を 着 、 云 々 〕i.ParteGosa.(『 御 作

業 』 第 一 部)敵 の 眼 に き らめ き光 る よ う な 、 非 常 に き ら び や か な 鎧 を身 に つ け て 。

(『日葡 辞 書 』 「Ficaricacayaqi」 の 項)

Teginomenivaficaricacayaquazayacanaruyoroiuoqi,axiguenaruvmaninori,...

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第1巻p.961サ ン チ ャ ゴ の 御 作 業 」)

touinomenificaricacayaqu,asay.acanaruyoroyuoqui,axiguenaruvmaninori,...

(バ レ ト写 本188v「 使 徒 聖 ジ ャ コ ボ ・マ ヨ ル 伝 」)

(2)Magai,0,0ta.誤 る 、 ま た は 、疑 う。 例 、SCOXIomaanulosehaxnzocunarito〔 少

し も紛 は ぬ ジ ョゼ フ が 装 束 な り と〕2..Gos,(『 御 作 業 』 第 二 部)そ れ は 、 少 しの 疑

い も な く 、 ジ ョゼ フ の 衣 で あ る。

(g)



(『日葡 辞 書 』 「Magai」 の 項)

sucoximomagauanuIosephgaxozocunaritotenniauogui,...

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第2巻p.14-15「 パ チ リ アル カ ・ジ ョゼ フ の 御 作 業 」)

(3)Micome,uru,eta.あ る 人 を 十 分 に 深 く 見 て 識 別 し、 そ の 人 に つ い て 良 い とか 悪 い と か

の 考 え を 持 つ 。 ¶PutifarcoreuomicometamaiteorozzunobuQuiouoatevocono.〔 プ チ

ハ ル これ を 見 籠 め 給 ひ て 万 の 奉 行 を 宛 て 行 ふ 〕2.art.Gosa.(『 御 作 業 』 第 二 部)プ

チ ハ ル は ジ ョゼ フ の 人 物 を 良 く見 て 取 っ て 、 彼 に す べ て の 職 務 を 与 え た 。

(『日葡 辞 書 』 「Micome」 の 項)

Putifarcoreuomicometamaiteorozzunobuuibuoatevocon6.

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第2巻p.15「 パ チ リア ル カ ・ジ ョゼ フ の 御 作 業 」)

(4)Fic(オiri,U,itta.引 き ず る。 例 、Canataconataefico'iri,coxxetfanarebanareninam.〔 彼 方

此 方 へ ひ こ じ り、骨 節 離 れ 離 れ に な る〕Secundaar[eosa.(『 御 作 業 』 第 二 部)そ

の 人 を あ ち ら こ ち らへ 引 き ず り回 して 、 彼 の 手 足 は 関 節 が ば ら ば らに な っ た 。

(『日葡 辞 書 』 「Fic(脚 」 の 項)

canataconatayeficojiri,coxxetmofanarebanareninaruyonixemetarumononari.

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第 第2巻p.201「 マ ル チ リ ヨの 理 第 十 七 」)

(Dは 、 バ レ ト写 本 所 収 聖 人 伝 に も ほ ぼ 同 文 の 本 文 が 存 在 す る が 、 引 用 と 『サ ン トス の 御

作 業 』 で 「meniva」 〔眼 に は 〕 と あ る箇 所 が バ レ ト写 本 で は 「meni」 〔眼 に 〕 と な って お り、

引 用 さ れ た 本 文 は 『サ ン トス の 御 作 業 』 に 一 致 して い る。 ま た 、 引 用 と 『サ ン トス の 御 作

業 』 で は 「Teqi」 「azayacanaru」 「yoroi」 と あ る 箇 所 が 、 バ レ ト写 本 で は そ れ ぞ れ 「tequi」

「asayacanaru」 「yoroy」 と な っ て お り、 表 記 法 に つ い て も、 引 用 は 『サ ン トス の 御 作 業 』

に 一 致 し て い る 。

次 の(5)か ら(9)ま で の5例 は 、 主 語 の 言 い 換 え や 、 述 語 の 活 用 形 の 改 変 な ど 、『サ ン トス

の 御 作 業 』 の 本 文 とは 小 さ な 異 同 が 見 られ る が 、 そ れ 以 外 の 部 分 で は 一 致 し て い る 。(6)は

バ レ ト写 本 に も 該 当 す る本 文 が あ る が 、 引 用 と 『サ ン トス の 御 作 業 』 で は 「nuitguqe」 〔縫

ひ 付 け 〕 と あ る 箇 所 が バ レ ト写 本 で は 「nuiccuqui」 〔縫 ひ 付 き 〕 と な っ て お り 、 『サ ン トス

の 御 作 業 』 の 方 に 一 致 して い る 。

(5)Fiqimucaye,um,eta.あ る物 を 引 っ 張 っ て 真 っ 直 ぐ に 向 か せ る 、 あ る い は 、 他 の 物 の 正

面 に 向 か い 合 わ せ る。 例 、YaateIosehnovoncurumauoIacobnoVOcu皿manomaee

fiimucaetamaitutu.〔 や が て ジ ョゼ フ の 御 車 を ジ ョゼ フ の 御 車 の 前 へ 引 き 対 へ 給 ひ つ

っ 〕2.part.Gosag,(『 御 作 業 』 第 二 部)す ぐ さ ま ジ ョゼ フ の 車 を ジ ャ コ ブ の 車 の 前 へ

(9)



ぐ る っ と 回 し た 。

(『 日 葡 辞 書 』 「Fiqimucaye」 の 項)

aa重eIosehnovoncurumauoIacobnovoncurumanomaeefiimucaesaxetamaitGutgu,

Iacobnocurumaninoritamaite,...

(『サ ン ト ス の 御 作 業 』 第2巻p,40「 パ チ リ ア ル カ ・ジ ョ ゼ フ の 御 作 業 」)

(6)Nultguqe,uru,eta.縫 っ て く っ つ け る 。 例 、IxoniamatanoxuguiocuuonuitGuqetari.〔 衣 裳

に 数 多 の 珠 玉 を 縫 ひ 付 け た り〕Part,1.Gosa.(『 御 作 業 』 第 一 部)着 物 に た く さ ん の

宝 石 を 縫 い っ け た 。

(『 日葡 辞 書 』 「Nuitguqe」 の 項)

xoniua,xitaniacagimonouoqi,vyeniva,vsuzumiironomonouoqitamayeri.Soreni

amatanOxugmocuuonUItCUqetan―

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第1巻p.128「 サ ン ・バ ル ト ロ メ ウ の 御 作 業 」)

魍uaxitaniacagimonouogi,vyenivavsuzuminoyronomonovoqitamayeri.Soreni

amatanoxdeuwouuonuiccuouitan.

(バ レ ト写 本196v「 使 徒 聖 バ ル トロ メ ウ伝 」)

(7)Naguecomi,u,6da.投 げ 入 れ る 。 例 、Ienninuosanzannitgucamatguri,yuginotgumodtaru

ananinauecomi,&c.〔 善 人 を 散 々 に 仕 り、 雪 の 積 も りた る 穴 に 投 げ 込 み 、 云 々 〕1..

Ω一_サ ン トを 手 ひ ど く扱 っ て 、 雪 で 一 杯 に な っ て い る 穴 の 中

へ 投 げ 入 れ た 。

(『日葡 辞 書 』 「Naguecomi」 の 項)

Sanctouosanzannicucamaturi,inocumoritaruananinauecomi,guchinarusagibaxiri

nogotoqu,...

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第1巻p.180「 サ ン ・フ ラ ン シ ス コ の 御 作 業 」)

(8)Migoraxi.見 せ しめ 。 例 、Yo'innomioraxinotamenitoteix6uofaui,finicuburu.(余 人

の 見 懲 ら しの 為 に とて 衣 裳 を 剥 ぎ 、 火 に 焼 ぶ る)i..Gos.(『 御 作 業 』 第 一 部)他 の

人 々 の 見 せ しめ の た め だ と言 っ て 、 そ の 人 の 着 物 を 剥 ぎ 取 っ て 、 そ れ を 火 の 中 へ 投 げ

込 ん だ 。

(『日葡 辞 書 』 「Migoraxi」 の 項)

ojinnomigoraxinotamenitote,yxouofagui,finicube _tamaye_domo,xibaracu

yagezareba,...

(『サ ン トス の 御 作 業 』 第1巻p.192「 サ ン ・フ ラ ン シ ス コ の御 作 業 」)

(10)



(9)Fiqinobe,uru,eta.引 っ張って伸べ広げる。例、Iennhoninnoxusocuuofiginobetexi[anifiuo

tacaxe,&c.〔 善女人の手足 を引き伸べて下に火 を焚かせ、云々〕1.Part.Gosa.(『 御 作

業』第一部)サ ンタの手足を広 げて、その下に火をつけて、云々。

(『日葡辞書』「Fiqinobe」の項)

Virgemnovonxusocuuofiqjnobefe,xitanieuotagaxe,yottarino亡guuamononi_

(『サ ン トスの御作業』第1巻p.229「 サ ンタ ・ヘボロニヤの御作業」)

(6)(8)(9)の 例 では、『サン トスの御作業』 と引用の本文に使われ ている表記法が異 なる

部分がある。(6)で は、『サン トスの御作業』には 「yxoni」とある箇所が、引用では 「Ix6ni」

となっている。(8)で は、『サ ン トスの御 作業』には 「yx6uo」 とある箇所が、引用では 「ix6uo」

となっている。(9)で は 、『サン トスの御 作業』には 「tagaxe」とある箇所が、引用では 「tacaxe」

となってい る。 これ らの表記法の違いは、『サン トスの御作業』の表記法を、引用する際 に

『日葡辞書』の表記法の規範に合わせて改変 したのだ と考え られる。

なお、(2)(3)(4>(5)(7)(8)(9)の 出典である聖人伝は、バ レ ト写本には収 められていない

ものである。 この ことからも 『日葡辞書』に引用 された 『御作業』の本文がバ レ ト写本の

ものではない ことが確認 できる。

これ らの例か ら、『日葡辞書』に引用 された 『御作業』 とは、引用の本文 と完全に一致す

る本文、あるいは酷似 した本文 を持っ 『サ ン トスの御作業』である可能性が高いと言える。

『日葡辞書』は1603年(補 遺は1604年)に 出版 されてお り、1591年 に 出版 された 『サン

トスの御作業』を入手 し、『日葡辞書』の例文に利用す ることは難 しいことではなかった。

なお、引用に 「1.PaneGosag.(『 御 作業』第一部)」 「Secundapartegosag.(『 御 作業』第二

部)1な ど とあるのは、その箇所の巻 を指定 しているのであ り、『サン トスの御作業』 の巻

と一致す る。後述す るように、現存する 『サン トスの御作業』は第1巻 と第2巻 を合冊 し

た構成になってお り、「第一部」「第二部」 とい う指定があるのは、二巻構成の 『サン トス

の御作業』 を指 しているか らに他ならない。また、後述するように、『サン トスの御作業』

にはいくっかの稿本が存在 した と考え られ る。稿本の段階でい くつかの本文の校訂が加 え

られて 「完成」 した版本がすでに存在す るのだか ら、あえて版本以前の稿本 の本文 を引用

する必要はなかった と考 えられる。 したがって、『日葡辞書』に引用 された 『御作業』 とは

『サン トスの御作業』のことである、と見 るのが妥 当であろ う。

『日本大文典』に引用 された 『御作業(Gosague6)』 は次の1例 である。『日葡辞書』の

例 と同様、主語と述語が少 し改められ ているが、『サン トスの御作業』の本文 と一致 してい

る と言える。
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SanctaFebroniauamataipponoaxiuomoquiraretaquitonofuriuomixetamo(サ ン タ ・ヘボロ

ニヤは亦一方の足をも切 られたきとの振 を見せ給ふ。)「御作業」(Gosagueo)

(『日本大文典』99v、 訳本p.376)

Sanctauavoncoyeuoyame[ambtomiye[amaixiga,mataippbnoaxiuomogiraretagito

nofuriuomixetamayeba,tadaxitemogirefate...

(『サ ン トスの御作業』第1巻p.235「 サ ンタ ・ヘボロニヤの御作業」)

この ように、『日葡辞書』と 『日本大文典』に引用 された 『御作業』とは、版本 『サン ト

スの御作業』であるこ とが確認 できた。ただし、バ レ ト写本の参照注記に引用 された 『御

作業』 も 『サ ン トスの御作業』である とは限らない。 また、『善人の御作業』 とい う書名 は

キ リシタン版 には引用例が無いため、それ がどのよ うな書物であるのか、検討の必要があ

る。

3.2.参照 注記の 『善人の御作業』

写本に引用 され た 『善人 の御作業』 と 『御作業』 は、同 じ書物の ことを指 していると考

え られる。『日葡辞書』で 『サン トスの御作業』が 『御作業』と省略 して引用されたように、

写本の注記に引用 された 『御作業』は 『善人の御作業』を省略 したものであろう。

『善人の御 作業』または 『御作業』 は聖人伝 らしき内容の書物であると推測できる。 可

能性 としては、版本の他 に、写本所収聖人伝 も挙げられる。書名を引用 した参照注記はバ

レ ト写本所収福音書の部分 にのみ存在 し、聖人伝の部分には参照注記は存在 しない。バ レ

トが写本の後半部にある聖人伝 を参照 して、写本の前半にある福音書の注記に用い ること

は可能だった と考えられるのである。また、引用 されている 『善人の御 作業』(『御 作業』)

の 丁数(ペ ージ数)はf.262か らf.336ま でであるが、バレ ト写本所収聖人伝はバ レ ト写

本の164rか ら368rま でであ り、引用にある丁数を数では満 た している。 したがって、バ

レ ト写本所収聖人伝の可能性 も、念のため、検討 しなければならない。

したがって、『善人の御作業』(『御 作業』)が 具体的 にどの聖人伝 を指 しているかについ

ては、次の三っの可能性が考 えられ る。

(a)バ レ ト写本所収聖人伝

(b)版 本 『サン トスの御作業』

(c)写 本 ・版本のどちらでもない聖人伝

参照注記の内容か ら、『善人の御作業』(『御作業』)は 最低で も336ペ ー ジ(あ るいは336

丁)の 本文を持つ書物であることがわかる。バ レト写本はペー ジ付 けではな く丁付けなの
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で、この注記方法では該当す る丁の表裏 を指定できない。 この注記が写本を参照するもの

であるのな らば、丁の表裏 を指定できる注記がなされたはずである。 また、注記の内容 も

該 当する丁の内容 と一致 しない。 したがって(a)の 可能性は消える。

次の(b)に っ いては、版本を第1巻 と第2巻 とに分 けて考える必要がある。第1巻 の本

文は294丁 ま でしかないが、第2巻 の本文は340丁 まで存在する。『善人の御作業』が版本

を指 してい るとすれば、それは第2巻 である。注記の内容 も、版本第2巻 の該 当ページの

内容 とほぼ一致す る。

一箇所 目は 『善人の御作業』の330丁 と331丁 についてである。写本の22vllの 本文へ

の注記 と26vO1の 欄 外注記によれば330丁 には 「勝利などについて」 「勝利について」描 か

れていることになっている。また、94104の 欄外注記 と97r13の 本文への注記に よれば、330

丁 と331丁 に は 「全ての聖人たちの賛美の多さ」 と 「殉教者たち、おとめたちの賛美の多

さ」が描かれていることになる。版本第2巻 の330ペ ー ジから331ペ ー ジを見てみ ると、

そ こには次のように、大勢の殉教者の信仰上の勝利 を讃 える内容が書かれてい る。

(前略)ま ことにデウスのグロウリヤ ここにあらはれ給ふな り。その故は、ゼンチ ヨ

の うちにあ りなが ら、その法 に染 まず、又 これほ どの猛勢なれば、干犬を起 こし、防

ぎ戦ひ給はんこともやすかるべけれ ども、その儀に及 ばず、各々首をのべ て謙せ られ

給ふ ことデウスの御合力な くしてかなはぬこ とな り。

又 アヂ リヤ ノといふ悪王も一度 に一万人の武士をマルチルに行はれた り。その時の

パライ ゾの様体は何 とあるべ きや?一 万人 の人々マルチ リヨの利運を開 き給ひて、

パルマの しるしを手に持 ち、御主ゼズキリス トの御旗 をさしかざし、天の国に入 り給

ふべ き時、もろ もろのベ ア トはゼズキ リス トの御伴 して、喜びの謳歌を奏 して出で向

かひ給ひ、御賞翫 あるべ き体 心 も言葉 も及ぶぺか らず。上古の家風 には、大将たる

人の運を開き、ローマに入洛 の折節は厳重の高粧 を以て入 らるるが故に、都城動 いて

踵 をつぎ、遠近競ひて声を伝へ、その有徳を称讃す る声祥々として耳に満てるとな り。

これ/さ へか くの ごとくある時んば、一人二人のみな らず、一万人の大将大利運 を開

きて、天の都城 に入 り給 はん時は、何とあるべ きそや?

又 フランサの国 レヨンといふ大城里にてはマルチル にな り給ふ人数一万九千人な り

と伝記に見えた り。余 りに多勢殺害せ られ しによって、その国を流 るる大河は皆血に

なりて流れたるとな り。(後 略)

(『サ ン トスの御作業』第2巻p,330-331「 マルチ リヨの理 第二十五」)

二箇所 目は 『善人の御作業』の336丁 で ある。写本8v10の 欄 外注記によれば 「ヘロデの
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死について」描かれていることになっている。版本第2巻 の335ペ ー ジから336ペ ー ジに

かけては、二人のヘ ロデ王(エ ロウデス)の 末期が描かれている。一人 目のヘ ロデ王は、

キ リス ト誕生の時に嬰児虐殺を行なったヘ ロデ大王、二人 目のヘ ロデ王はへPデ 大王の孫

で、使徒大ヤコブ(サ ンチャゴ)を 処刑 したヘロデ ・アグリッパである。

(前略)さ て悪王 どもの上 を言へば、先づゼズスを害 し奉 らんがために、インノセン

テスを害 した りしエ ロウデスはジョセブの記録にあらはれたるごとく、難病を受けて

盲 目とな り、三人の/子 を殺 し、終に自害 して死 したる ものな り。又その次のエ ロウ

デ スもサ ンチャゴを害 し奉 りてアンジ ョの御手よ り大病 を受け、生きなが ら全身 くさ

り、白轟よ り喰らい殺 されたるものな り。(後 略)

(『サ ン トスの御作業』第2巻p.335―336「 マ ルチ リヨの理 第二十六」)

三箇所 目は、『御作業(善 人の御作業)』 の262丁 で ある。写本26vO1の 欄 外注記によれ

ば 「キ リス トとの別れの部分」が描かれ ていることになってい る。 ところが、版本第2巻

の262ペ ー ジには、サン ・クレメンテがローマを追放 され 、キ リス ト教徒が彼 との別れを

惜 しむ場面が書かれてい る。

(前略)然 れば悪王の下知に従って、〔引用者注:サ ン ・クレメンテが〕 ロウマを立ち

給ふことをキ リシタン衆承 り及び、御暇乞ひのために、参 り集ふ人々御別れを悲 しむ

こと限 りな し。人によって御 足元にひれ伏 し、人 によつては御袖にすが りつき、涙を

流 し、御傷 より出つる血をいただき、名残を惜 しむ有様余所の見る 目も哀な り。(後 略)

(『サン トスの御作業』第2巻p.262「 サ ンクレメンテのマルチ リヨの こと」)

この内容は、「キリス トとの別れ」 とい う注記の内容 とは、やや一致 していない感がある。

ただ し、注記の 「X.O(キ リス ト)」は 「xao(キ リシタン)」 の誤写である、と解釈すれば、

参照注記の内容 は 「キリシタンとの別れの部分」とな り、版本第2巻262ペ ー ジの内容 と

一致することになる
。前述 した二箇所の内容とページ数が参照注記 と一致 していることを

考慮すれば、 この262ペ ー ジについても内容が一致 している確 率は高い。 したがって、こ

とさら(c)の 存 在を求める必要はなくなる。

以上のことか ら、写本 の参照注記に引用 された 『善人の御作業』とは、版本 『サン トス

の御 作業』第2巻 であると推定できる。

3.3.版本 の構成か ら見た 「版本第2巻 」と 『善人の御作業』

ここで注 目したいのは、注記に引かれている 「fol.262」 の よ うに、第1巻 と第2巻 の両

方に存在するページを引用す る場合 には、この注記方法では、それが第1巻 の262ペ ー ジ
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なのか第2巻 の262ペ ー ジなのかを指定できない ということである。

バ レ トが現存す る2巻 合冊の形の版本 を参照 していたのならば、それが第2巻 であるこ

と特定できる注記がなされたはずである。バ レ トが参照注記で巻の指定を しなかったのは、

『善人の御作業』が、巻を指定す る必 要がない形態、っま り、一巻構成の書物だったか ら

ではないか と考えられる。

ここで、版本の構成について触れてお く。

第1巻 表紙 〔サン トスの御作業の内抜書 巻第一。〕

第1巻 本文(p.1-p.294、p.294末 尾 に 〔サ ン トスの御作業。巻第一の終わ り〕)

第1巻 目録(1葉 、ページ付けな し)

第1巻 の正誤表(2葉 、ページ付けな し)

白紙1葉(裏 に 〔続 くは第二巻な り。 サン―〕)

第2巻 表紙 〔サン トスの御作業の内抜書〕

第2巻 本文(p.1-p.340、p.340末 尾 に 〔サン トスの御作業。巻第二の終 わり〕)

第2巻 目録(2葉 、ページ付けな し)

第2巻 の正誤表(3葉 、ページ付 けな し)

白紙1葉

第1巻 ・第2巻 の 「言葉の和らげ」(36葉 、 ページ付けなし)

版 本 『サ ン トスの御作業』の装丁で、他のローマ字本キ リシタン版 と異なる点があ る。

それは、通 しではなく各巻 ごとにページ付けが されている点 と、第1巻 と第2巻 との間に

表紙が挟まれている点である。

他のキリシタン版では、複数巻か ら成 る書物であっても、一冊の版本は通 しでページ付

けが されている。 また、書物の題が書かれた表紙は、一冊 につき一枚 しか付 けない。天 草

版 『平家物語』(1592年 刊)『 エソポのハブラス』(1593年 刊)『 金句集』(1593年 刊)は 、

これら三つの文書を合冊 した形の版本であるが、最初から合冊を目的としていた ようで、『平

家物語』(p.1-p.402)か ら 『エ ソポのハブラス』(p.409-p.506)、 『金句集』(p507-p.553)

ま で 、通 しでページ付けがされている。また、『平家物語』 と 『エ ソポのハブラス』と 『金

句集』の間にはそれぞれの表紙が付 けられているが、これ も、元は別々に独立 していた文

書を一冊に合冊する形で出版 したからであり、それぞれの文書の独立性を示 している。

したがって、『サン トスの御作業』の装丁上の特徴は、第1巻 と第2巻 の独立性 を想起 さ
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せ るものであると言える。

ところで、例えば天草版 『平家物語』の本文奇数ページ上部の余白に 「QVANDAIICHI.

〔巻 第一。〕J、154?年 天草刊 『ヒイデスの導師(信 心録)』 の本文の奇数ペー ジ上部の余白

にも 「Quandaiichi.〔 巻 第一。〕」 などとあるように、複数巻で構成 されているキ リシタン

版では、本文紙面の上部余 白に巻数 を示す文言が刷 り込まれ ている。 ところが、『サン トス

の御作業』の本文上部の余白には、そのような巻数 を示す文言は印刷 されていないのであ

る。版本第2巻 が 「『サン トスの御作業』の第2巻 」であることを示す文言は、第2巻 の表

紙の前に付け られた白紙 に印刷 された 「続 くは第二巻 なり。」 と、第2巻 本文の末尾の 「サ

ン トスの御作業。巻第二の終わ り」だけである。それ以外の本文の紙面には、それが 「第

2巻 」であることを示す文字はどこにもないのである。版本第2巻 の表紙にす ら 「第2巻 」

と示す文言が印刷 されていないの も不思議である。

第2巻 の表紙の前に付け られた白紙の裏 の文言は、別刷 りの紙を製本段階で付け加 えた

ものか もしれない。第2巻 の本文末尾の文言 も、そのページだけ活字を組み替 えて印刷 し

直せばいいのである。 これ と同じことは版本第1巻 にっいても言える。第1巻 の場合、「第

1巻 」 であることを示す文言は、全体かつ第1巻 の表紙にある 「サ ン トスの御作業の内抜

書 巻第一。」 と、第1巻 本文の末尾の 「サン トスの御作業。巻第一の終わ り」だけなので

ある。 これもそのページだけ活字 を組み替えて印刷 し直せばす ぐに体裁を整 えることがで

きる。

キ リシタン版には、表紙やほとん どの本文は変更せ ずに、ほんの一部だけの活字を組み

替えて印刷 し直 した 「異版」が存在す るものがある。1603-04年 長崎刊 『日葡辞書』につい

ては、 ボー ドレイアン文庫本、パ リ本、エ ヴォラ本の問に、印刷面や内容面にかかわる異

同が約50箇 所 存在する ことが報告され ている(t3)。ま た、1596年 刊 『コンテムツス ・ムン

ヂ』の6ペ ージの6行 目か ら7行 目は、活字の組み替 えによる異文があることが知 られて

いる。即 ち、ボー ドレイアン文庫本の 「NONSATVRATVROCV-losvisu,necaurisaudi[u

impletur.Ecclesiastescapiteprimo.Fitonomanacouami-」 という本文が、アンブロシアーナ文

庫本 では 「OCVLVSnonvidit,necaurisaudiuit,necincorhominisascendit,quaepraeparauit

Deusijs,qui,diliguntillum.1,Cor.2.Manacouami-」 と訂正 されているのである('4}。これ ら

の例か らもわか るように、活字の一部を組み替えて再度印刷 するとい うことは、キ リシタ

ン版 では珍しいことではなく、 したがって、『サン トスの御作業』 も合冊 ・製本までの段階

で、一部の活字 を組み替 えて体裁が整 うよ うに印刷 し直 した可能性は高いと言 える。

本文の印刷 内容から考 えても、版本第2巻 が、最初か ら版本第1巻 と合冊する形の 「『サ
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ン トスの御作業』第2巻 」 として印刷 されたのかどうか、疑問が残 るのである。

その構成や装丁の状態を見れば、版本 『サン トスの御作業』は、元々はそれぞれ独立 し

ていた二冊の版本を後 につ なぎ合わせて体裁を整えたものである、 と考えて もおか しくは

ない。 このように考 えると、写本の参照注記に引用 された 『善人の御作業』 とは、『サン ト

スの御作業』 として合冊され る以前の、独立 した版本 としての 「版本第2巻 」の名前であ

ると推定される。

ただ し、バ レ トが版本第2巻 を直接見たとは限 らない。写本には版本第2巻 と共通する3

編 が収められているが、その3編 には注記がまった くな されていない。彼が版本を見てい

たのな らば、共通する3編 には当然気付 いたはずであるし、本文の異同な どを訂正 した り、

本文理解のための注記 を書き加 えたはずであると思われ るのだが、実際にはそ ういった こ

とは行われなかった。

福島氏は この点について、参照注記に引用 された書物は版本であると断定 し、版本が写

本に先行す ると判断 した結果、バ レ トが版本の存在を知 らずに写本の聖人伝 を筆写 したの

ではないか という推測をするに至った(IS)。しか し、参照注記は写本 の本文を写 した後に書

き込まれた ものである可能性が高く、引用 された書物が版本 を指 しているに しても、版 本

が写本に先行する とい う証拠にはな らない。バ レ トが版本 の存在 を知 りなが らも内容 を知

らなかった、 とい う考えも不 自然であろう。

後述するよ うに、バ レトは 日本語の授業のようなものに出席 し、その際に これ らの注記

を書き込んだのではないか と思われる。バ レトは、版本第2巻 を直接見た上で注記を書 き

込んだのではなく、例 えば、講義な どで講師が参考文献程度に引用 ・紹介 した ものを、彼

が参照注記として写本に書き込んだのではないかと考えられ るのである。

4.注 記の偏 りからの考察

バ レ ト写本 の注記は、全ての丁 に書き込まれているのではない。写本は複数の文書か ら

成る文書集であるが、バ レ トによる注記は、その うちのい くつかの文書に集 中して偏在 し

ているのである(表2参 照)。

森 田武氏は、特に 「福音第1部(4r-48r)」 「福音第2部(84r-100v)」 「聖母奇蹟物語

(116r―158r)」 「エ ウスタキオ伝(233r-245r)」 「サンバルラン伝(332r-356r)」 の5

箇所に注記が著 しい ことを指摘 し、これ らの文書はテキス トとして 日本語の授業に使われ、

バ レトはその講義を聴講 していたのではないか、 と推測 した('6}。た だ し、表2を 見れ ば、
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森 田氏が挙げる5箇 所以外 の部分 に施 された注記の数 も、無視することはで きない量であ

ることがわかる。

森田氏が指摘するとお り、写本に見 られる注記 の偏 りは、これ らの注記がバ レ トの連続

的な学習の跡 を示 しているもの と見なす ことができる。聖人伝 の部分 について言 えば、バ

レトは写本に収めた聖人伝の うち、使用 したテキス トに共通話があるものだけに注記 を書

き加 えていったのではないか と考 えられる。

ここで、聖人伝の注記の有無に注 目してみると、注記が存在する17編 の うち14編(BOl

-Bl2 、B17、B29)が 、版本第1巻 と共通 してい ることに気付 く。残 りの3編 は 「使徒聖

バルナベ伝(B13)」 お よび 「一万一千人のビルゼ ン(B23)」 「聖女マ リヤ ・エヂチヤカ伝

(B26)」 で あるが、この3編 は版本に共通話が存在 しない。ただ し、 「一万一 千人の ビル

ゼン」 と 「聖女マ リヤ ・エヂチヤカ伝」のそれぞれ1例 は単純な本文の訂正である可能性

が高 く、連続的な学習の跡 を示す注記の例か らは除外することができる。 「聖女マ リヤ ・エ

ヂチヤカ伝」の1例(307vOl)は 本 文 「epresas」を訂正する注記 「obras」であ り、学習の

結果 としての注記ではな く、単純な本文訂正と考え られる。また、「一万一千人の ビルゼン」

のi例(296v12)は 本 文 「vchicoroxi(打 ち殺 し)」 に対する注記 「ycoroxi(射 殺 し)」 であ

る。 これは学習の跡 を示 している と考え られなくもないが、本文 の訂正であると考えるこ

ともできる。また、「一万一千人のビルゼ ン」の本文 は6丁(llペ ー ジ)、 「聖女マ リヤ ・

エヂチヤカ伝」の本文は18丁(34ペ ー ジ)で あるが、この丁数は、注記が多 く施 されて

いる他の部分 と比べて も決 して少 ない数 ではない。 もっと丁数が少ない部分で も、多 くの

注記が書 き込まれているのである。 しか し、この2編 は、その丁数の多 さに比べて注記が

わずか1例 しか存在 しない。この ことからも、この2例 は連続的な学習の跡を示す注記の

例か ら除外 しても差 し支 えないであろ う。

したがって、バ レトが何 らかのテキス トを参考にして注記を書 き込んだ と考え られ る話

は、「使徒聖ペ ドロ伝(BOI)」 「使徒聖パウロ伝(BO2)」 「使徒泥アンデ レ伝(BO3)」 「福音

記者使徒聖ジ ョア ン伝(BO4)」 「使徒聖ジャコボ ・メノル伝(BO5)」 ―「使徒聖ジャコボ ・マ

ヨル伝(BO6)」 「使徒聖 トメ伝(BO7)」 「使徒聖 フィリッペ伝(BO8)」 「使徒聖バル トロメ

ウ伝(BO9)」 「福音記者使徒聖マテ ウス伝(B10)1r使 徒 聖シマンとジュダス伝(B11)」 「使

徒聖 マチアス(B12)」 「使徒聖バルナベ伝(B13>」 の13編 の使徒伝と 「聖エウスタキオ伝

(Bl7)」 「聖バルラン伝(B29)」 の15編 ということになる。この15編 の うち、「使徒聖バ

ルナベ伝」を除 く14編 は 、版本第1巻 と共通す る話である。バ レ トが使用 したテキス トは、

版本第1巻 の構成 と極めてよく似たものであったと考 えられるのである。
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現存する版本には使徒聖バルナベの話は存在 しないのだから、バ レ トが写本の 「使徒 聖

バルナベ伝」に注記を加 える際 に使用 したテキス トは、版本ではあ りえない。バ レトがそ

の学習のために使用 したテキス トは、少な くとも、写本に注記があって版本 との共通話 が

ある14編(BO1-Bl2、Bl7、B29)と 、版本 に存在 しない 「使徒聖バルナベ伝(Bl3)」

か ら成 り、かっ、注記が されていない写本所収 聖人伝を含まない聖人伝集だったと推測 さ

れ るのである。 これ を仮に 「稿本A」 とする。

この 「稿本A」 か ら 「版本第1巻 」に至るまでの編集過程のどこかで、「使徒聖バルナベ

伝」は削除 され、現存の版本第1巻 の話数に整 えられていった と考えられ る。 この 「削除」

は、ただの偶然ではな く、それな りの編集の意図があったと思われ る。

写本に収められている 「使徒伝」は13編14人 で ある。一方、版本第一巻に収め られて

いる 「使徒伝jは 、12編13人 である。話数と人数が一致 しないのは、使徒聖シモン(シ

マ ン)と 使徒聖ユ ダ(ジ ュダス ・タデ ウ)の 二人分の話が一話 になっているか らである。

カ トリックにおいて 「使徒」 といえば、まず 「十二使徒」が思い浮かぶ。十二使徒を構

成するのはペ トロ(ペ ドロ)、 ア ン ドレア(ア ンデ レ)、 ヨハネ(ジ ョアン)、 小ヤ コブ(ジ

ャコボ ・メノル)、 大ヤコブ(ジ ャコボ ・マ ヨル/サ ンチャゴ)、 トマ(ト メ)、 フィ リッポ

(フィ リッペ)、 バル トロメオ(バ ル トロメウ)、 マテオ(マ テ ウス)、 シモン(シ マン)、

ユダ ・タデオ(ジ ュダス ・タデ ウ)、マチア(マ チアス)の12人 で ある。 この12人 以外 に

も、新約聖書 の使徒言行録で 「使徒」 と呼ばれているパ ウロとバルナバ(バ ル ナベ)も 使

徒 として扱われ る。 ただ し、『カ トリック大辞典』 によれば、本来の狭い意味で使徒 と呼ば

れるのは 「十二使徒」の12人 と、十二使徒と同等の権能があると初代教会に承認 され たパ

ウロだけである('η。

版本が 「十二使徒」 とい う体裁 になるように使徒伝を編集 したと考えれば、「使徒聖バル

ナベ伝」が版本に収められなかった理由が説明できる。写本は聖パ ウロも聖バルナベ も 「使

徒」 として扱 い、13編14人 の使徒伝 を収めたのであろ う。 しかし、版本は使徒の中で も

特に有名 な 「十二使徒」を選ぶとい う方針で編集 したのではないか。その結果、十二使徒

に数 えられない使徒、聖バルナベの話は採用 され なかったのであ る。 しか し、聖パ ウロに

限っては、その権能 と知名度 の高 さゆえに十二使徒 と同格の使徒 として扱われてお り、使

徒伝 には欠 くことのできない聖人だったので、使徒伝 から削除され ることがなかったので

あろう。あるいは、単純に十二使徒 の 「十二」とい う数に合わせて、標題 の数で数えて12

編 の使徒伝、 とい う体裁に したのかもしれ ない。その場合 も、や は り真っ先に削除 され る

対象 となったのは、十二使徒ではない使徒聖バルナベだったのである。
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5.写 本所収聖人伝の底本の形態

写本 の底本が どのよ うな形態のものであったか、b一 マ字本 ・国字本 ともに可能性があ

り、はっきりしない 曲。小堀桂一郎氏は、版本 ・写本に共通す る祖本 として 「謂はば広本

と呼んで然るべ き大部の手稿本」の存在を推定 し、版本 ・写本 とも、先行するその広本 「聖

人伝写本集」のよ うなものか らい くつかを選んで編纂 したものである、と推測 している(19)。

一方
、林田氏は、収め られている聖人伝の順序 も含めて、バ レ トは底本をそのまま機械 的

に忠実に書き写 していった と推測 している ㈹。

写本 の 「使徒聖ペ ドロ伝(BO1)」 か ら 「聖エ ウスタキオ伝(B17)」 までに限って言 えば、

別々の文書をば らばらに取 り寄せて写 したのではなく、ある程度 まとまった形の文書集(一

冊の書物)を 底本 としていたのではないか と推測できる痕跡があ る。

「聖エ ウスタキオ伝」の末尾に、文書の終わ りであることを示す 「Finis(終わ り)」(245r)

の語 が書き込まれている。この 「Finis」とい う語は、写本では他に 「主 日の福音書」(4r-48r)

の末 尾(48r)、 「キーリス トの受難の道具 に関す る対話J(78r-82v)の 末尾(82v)、 「守護

天使の加護」(102r-103r)の 末 尾(103r)、 「ロレ トの聖母」の採録部分 を除いた 「聖母マ

リアの奇蹟物語」(II6r-158r)(2η の末尾(正58r)の4例 であ り、すべて一続 きの文書集の

「終わ り」で あることを示す ものである。なお、版本では個々の聖人伝 には 「Finis」の語

はな く、第1巻 の最終話である 「サン ト・エ ウスタキオの御作業」(聖 エ ウスタキオ伝)の

末尾には 「サン トスの御作業。巻第一の終わ り」、第2巻 の最終話の末尾に 「サン トスの御

作業。巻第二の終わ り」 と書かれている。 この 「…の終わ り」 が写本 の 「Finis」に相当す

る語であるとすれ ば、やは り 「終わ り」 とい う語は、個々の文書ではなく、ま とまった形

の文書集の末尾にのみ付 される語であると考えることができるだろう。 したがって、「聖エ

ウスタキオ伝」 の本文末尾の 「Finis」は、 この 「聖エ ウス タキオ伝」 一編だけの終わ りを

示 してい るのではなく、「使徒聖ペ ドロ伝」から 「聖エ ウスタキオ伝」に至るまでのまとま

った文書集の終わ りであることを示 している可能性が高いのである。

また、写本の 「BOI」か ら 「聖エ ウスタキオ伝」までに収 め られている話は、そのほ と

ん どが版本第1巻 と共通 してお り、順序に多少の異同はあるものの、ほぼ同じであると言

える。

このように考えると、写本の 「使徒聖ペ ドロ伝」か ら 「聖エ ウスタキオ伝」までの部分

は、「サン ・ペ ドロの御 作業(Sl-Ol)」 で 始まり 「サ ン ト・エウスタキオの御作業(Sl-17)」

(20)



で終わ る版本第1巻 とよく似た順序 ・形態のひ とまとま りの書物 を底本 としてたのではな

いか と推測できる。これは、版本が整 え られていく過程での稿本の一種だったと思われ る。

これを仮に 「稿本B」 とす る。写本所収聖人伝の底本は、この 「稿本B」 と、広本 とで も

い うべき聖人伝写本集か ら選んだ ものを集めた ものと考 えられるのである。

ところで、「使徒聖ペ ドロ」から 「聖エウスタキオ」までに収め られている聖人伝 は、写

本 も版本 も、ともに17話 で ある。第17話 までの部分だけを区切 って見てみ ると、写本の

第1話 か ら第17話 までの間の 「聖女ザ ビイナ伝(Bl4)」 「聖女マ リナ伝(1)(B15)」 「聖

女マ リナ伝(2)(B16)」 の3編 は版本に共通話がなく、しかも注記が付けられていない。

一方
、版 本の第1話 から第17話 ま での間には、写本 と共通話がない聖人伝が 「聖イ グナチ

オの御作業(51-13)」 「聖フランシスコ(Sl・14)」 「聖女ヘボロニヤの御作業(SI-15)」 と、

やは り3編 収められている。 写本に注記がない3編 は、前述の通 り、バ レトが参考に した

テキス トに同 じ聖人伝が収め られていなかったからであると考えられ る。

版本 にあ りなが ら写本にはない聖人伝が、注記がされなかった写本の聖人伝 と、同数 の

3編 であるというのはただの偶然 とは考えに くい。 これは、版本 に至 るまでの草稿の編集

過程 において、これ ら3編 の差 し替えがあったとい う可能性を示 してお り、版本には少 な

くとも一種類以上の稿本が存在 していた傍証ともなる。 もちろん、3編 とい う数字の一致

はただの偶然である、 とい う可能性 も否定できない。 しか し、写本(の 底本)と 版本 のそ

れぞれにおいて、ひ とまとま りの文書集 と考えられ る17話 までの問に、写本 と版本がお互

いに共通話 を持たない3編 が、同 じような順番に位置 し、まとまって収め られ ている、 と

い うのを 「全 くただの偶然である」 と済ませて しま うわけにもいかないのではないだろ う

か。

6.ま とめ

以上の考察 をまとめると、後の 〈図〉のようになる。

写本も版本 も、その源流は、1591年 以 前にす でに 日本で翻訳 されて写本の形で広まって

いた 「聖人伝集」であった と思われる。ただし、その成立までの間には、何度かの編集 作

業を経た、いくつかの稿本があったと考えられる。

「使徒聖ペ ドロ伝(BO1)」 か ら 「使徒聖バルナベ伝(B13)」 までの13編 の使徒伝 と、「聖

女ザ ビイナ伝(B14)」r聖 女マ リナ伝(1)(B15)」 「聖女マ リナ伝(2)(:.)」 の3編 、

そ して 「聖エ ウスタキオ伝(Bl7)」 と 「聖バル ラン伝(B29)」 か ら成るのが 「稿本B」 で
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ある。 この 「稿本B」 は、写本の第1話 か ら17話 ま での部分の底本 と想定 され、 さらに版

本第2巻 と共通話がある 「聖女エ ウゼニヤ伝(Bl8)」 「聖ア レイシ ョ伝(Bl9)」 「聖女カテ

リナ伝(B20)」 と、それ以外の写本所収聖人伝によって構成されたものがバ レ ト写本所収

聖人伝の底本であった と考え られ る。

〈図〉

― 広本 聖人伝躰 集(159・ 年以前成立)1

ミ

r笥 、(エ ウゼ ニ ヤ ・ア レイ シ ョ ・カ テ リナ 伝)

― 稿本・i

;

(3編 の聖女伝 を差 し替え)

1

バ レ ト写本聖人伝底本 稿本A

-一… 一〉(使 徒聖バルナベ伝)

バ レ ト写本所収(参 照)

聖 人伝(1591写)

(参照)

『サ ン トスの御作業』第1巻 『サン トスの御作業』第2巻

二 『善人の御作業』

1591年 加津佐版 『サン トスの御作業の内抜書』

(引用)

国字写本 『さん とあれ しよ ・こんへそるの御 さ行』

1604-08『 日本大文典

1603-04『 日葡辞書』
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「稿本B」 の3編 の聖女伝(Bl4-Bl6)を 「サン ト・イグナチオの御作業(Sl-13)」 「サ

ン ・フランシスコの御作業(Sl-14)」 「サンタ ・ヘ ボロニヤの御作業(S1―is)」 の3編 と差

し替えた と考 えられ るのが 「稿本A」 であ る。バ レ トはこの 「稿本A」 を参考テキス トと

して使用 し、写本本文への注記を書き込んでいった と考え られる。

さらに 「稿本A」 から 「使徒聖バルナベ伝(Bl3)」 を 削除 したのが 「版本第1巻 」 とい

うことになる。

一方
、写本 との共通話がある 「サンタ ・カテ リナの御作業(S2-03)」 「サ ン ト・ア レイ シ

ョの御作業(S2-04)」 「サンタ ・エウゼニヤの御作業(S2-05)」 と、グラナ ダの著書か らの

抜粋 『マルチ リヨの理』、そ して、写本に共通話がないそれ以外の聖人伝から構成 され たの

が 「版本第2巻 」である。 この 「版本第2巻 」は 「善人の御作業」 という書名で写本の参

照注記に引用 されている。

以上のよ うな過程を経て成 立 した 「版本第1巻 」と 「版本第2巻 」に、それぞれの正誤

表 を付け、さらに両巻の 「言葉の和 らげ」を付けて合冊 されたのが、現存す る 『サン トス

の御作業』なのである。

これ ら稿本の編集過程においては、聖人伝の本文の改訂 の他 、順序の入れ替 えなどもあ

った と考 えられ る。 もちろん、それぞれの稿本の中間過程 に、さらなる稿本の存在があっ

た可能性 もおおいに考え られる。

『サン トスの御 作業』は、その成立過程 においてい くつかの稿本が存在 し、 これ らの稿

本 と写本、そ して版本 とが複雑に影響 しあっていたことがわかる。

今回、写本と版本の関係 を明 らかに してい くことで、キリシタン版の出版 の手順な ど、

その編集作業の一端 を垣間見 ることができた。今後、この考察を踏 まえた上で、写本 と版

本の本文比較研究を進めていく必要がある。

〈注〉

(1)オ ックスフォー ド大学ボー ドレイアン文庫、イタリア国立マルチアナ図書館にそれぞれ一

冊現存。テキス トはボー ドレイアン本(『 サン トスの御作業』勉誠社1976)を 使 用。福島邦

道編 『サン トスの御作業 翻字 ・研究編』(勉 誠社1979)お よび尾原悟 『サントスのこ作業』

(教文館1996)を 参照 しっつ、私に翻字を示 した。また、必要に応 じて原文を提示 し、その

場合には角括弧 〔〕内に翻字を示す。引用す る標題などにポル トガル語がある場合には、丸

括弧0内 に私に日本語訳を付す。なお、引用本文に付された傍線(下 線)は 、特に注記の
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な い 限 り、 引 用 者 に よ る もの で あ る。

(2)ヴ ァチ カ ン 図 書館 所 蔵 古 写 本Reg.Lat.459。 テ キ ス トは 、 木 田章 義 先 生 御 所 蔵 の マ イ ク ロ

フ ィル ム を借 覧 した。

(3)土 井 忠 生 『吉利 支 丹 文 献 考 』(三 省 堂1963)p.223-258、 福 島 邦 道 『キ リ シ タ ン資 料 と国

語 研 究 』(笠 間 書 院1973)、 同 『続 キ リシ タ ン 資料 と国 語 研 究 』(笠 間 書 院1983)、 同 『続 々 キ

リ シ タ ン資 料 と国語 研 究』(笠 間 書 院1995)。

(4)写 本 所 収 聖 人伝 の影 印 本 は未 だ 公 刊 され て い な い 。 これ ま で長 い 間 、 個 人 に よ る翻 字 が 数

編 ず つ 発 表 さ れ て き た だ け で あ っ た が 、近 年 公 刊 され た尾 原 悟 氏 の 『サ ン トス の こ作 業 』(教

文 館1996)に よっ て 、 写 本 所 収 聖 人 伝 全 て の 翻 字 を 読 む こ とが で き る よ うに な っ た 。

(5)土 井 前 掲 書p.225―227。

(6)土 井 前 掲 書p.224。

(7)尾 原悟 『サ ン トス の こ作 業 』(教 文 館1996.11)「 解 説 ・解 題 」p.390-391。

(8)林 田明 「一 五 九一 年 書 写 写 本 「サ ン トス の御 作 業 」 と版 本 に つ い て」 千 葉 大 学 文 学 部 『語

文 論 叢 』11(1983.11)、 初 出 は 『千葉 大 学 人 文 学 部 紀 要 』1(1969.3)所 収 「～ 五 九 一 年 バ レ

ト手 記 写本 「サ ン トス の 御 作 業 」」。

(9)封 木 聰 子 「『サ ン トス の 御 作 業 』 国 字 本 の 脱 落 」 東 京 女 子 大 学 史 学 研 究 室 『史論 』8(1960)。

(10)引 用 は 、 土 井 忠 生 訳 『日本 大 文 典 』(三 省 堂1955)に よ る 。

(11)引 用 は 、 池 上零 夫 訳 『ロ ド リゲ ス 日本 語 小 文 典(上 ・下)』(岩 波 書店1993)に よ る。
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158rま で の 部 分 で 文 書 は 一 旦 終 わ っ て お り、 そ の 後 に 、 「ロ レ トの 聖 母 マ リア 」 の物 語 が 採 録

され る 形 で 付 け られ て い る。 した が っ て 、116rか ら158rま での 部 分 で 一 っ の 文 書 が 終 わ っ て

い る と見 な す こ とが で き る。

(か わ ぐ ち あっ こ ・博 士後 期 課 程)
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(表1)

《バ レ ト写 本 所 収 聖 人 伝 と 版 本 『サ ン トス の 御 作 業 の 内 抜 書 』 対 照 表 》

*太 字 は対応 関 係が あ るもの 、 斜字 は順 序が 変わ ってい る もの。

Bは バ レ ト写 本 、S1は 版 本 第一 巻 、S2は 版 本第2巻 をさす 。

パ レ ト写 本所 収聖 人 伝 サ ン トス の御 作業 の 内抜 書

BOO-Vidasg―oriosasdealgunsSanctosESS1-00-(S.PedroS.Pau―o.)(序 文)

anctas.(書 名、序 文)

BO1一使 徒 聖 ペ ドロS1―oi一 使 徒サ ン ・ペ ドロ

BO2一使 徒 聖パ ウ ロS1―02一 使 徒サ ン ・パ ウ ロ

BO3一使 徒 聖 アンデ レS1-03一 使 徒サ ン ト・ア ンデ レ

BO4一福 音 書記者 使 徒 聖 ジ ョア ンSt-os一 福 音書 記者(使 徒)サ ン ・ジ ョア ン

BO5-(使 徒)聖 ジャ コボ ・メ ノル(小 ヤ コボ>S1-04― 使 徒 サ ン ト ・ジャ コベ ・メノル

(小 ヤ コボ)

BO6一使 徒聖 ジャコ ボ ・マ ヨル(大 ヤaボ)S1―06― 使徒 サ ンチヤ ゴ(大 ヤ コボ)

BO7一使 徒聖 トメS1-07― 使徒 サ ン ・ トメ

BO8一使 徒聖 フ ィ リ ッペSi―08― 使徒 サ ン ・フ ィ リッペ

BO9一使徒 聖 バル トロ メウS1―09一 使 徒 サ ン ・バ ル トロメウ

B10―福音 書記 者使 徒 聖マ テ ウスS1-10一 福 音書 記者 使 徒サ ン ・マ テウ ス

B11―使徒 聖 シマ ン と ジュダ スS1-11一 使徒 サ ン ・シ モ ンと使 徒サ ン ・ジ ュダス ・

タデ ウ

612一使徒 聖 マチ ァスS1-12一 使 徒サ ン ・マ チァ ス

813―使徒 聖バ ルナ ベ ー

B14一聖女 ザ ビイナ ー

815一聖女 マ リナ(1)一

:.一 聖女 マ リナ(2)～

―-S1-13一 サ ン ト ・イ グナ チオ

ーS1-14一 サ ン ・フラ ン シス コ

ー―S1-15一 サ ンタ ・ヘ ボ ロニヤ

(B29一聖 バル ラ ン)S1-16一 サ ン ・バ ル ラ ンとサ ン ・ジ ョザ ファ ッ

B17一聖 エ ウス タキ オS1-n一 サ ン ト ・エ ウス タキオ

―-S2-01― パ チ リアル カ ・ジ ョゼ フ

(旧約 聖aの ヨセ ブ)

一一S2-02一 サ ン ト・セ バ スチ ャ ン
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B18一 聖 女 エ ウ ゼ ニ ヤ52-05一 サ ン タ ・エ ウ ゼ ニ ヤ

B19一 聖 ア レ イ シ ョ52-04― サ ン ト ・ア レイ シ ョ

B20一 聖 女 力 テ リナS2―03一 サ ン タ ・カ テ リナ

B21一 聖 女 タ イ ス ー

B22一 聖 ジ ュ ス トと パ ス トル ー

623-一 万 一 千 人 の ビル ゼ ン ー

624一 聖 女 ア ポ ロ ニ ヤ ―

B25一 聖 女 ア ナ ス タ シ ヤ ー

B26一 聖 女 マ リ ヤ ・エ ヂ チ ヤ カ ー

B27一 聖 マ ン シ ョ ー

B28一 聖 マ ウ リ チ オ ー

B29一 聖 バ ル ラ ン(S1-16― サ ン ・バ ル ラ ン と サ ン ・ジ ョザ フ ァ ッ)

B30一 四 十 人 の マ ル チ レ ス ー

631一 聖 ボ ニ フ ァ シ オ ー

B32― 聖 女 ク リ ス テ ィナ ー

-S2-06一 サ ン ト ・エ ス テ ワ ン

～S2-07一 サ ン ・ラ ウ レ ン シ ョ

ーS2-08一 サ ン ・ヴ ィセ ン テ

(以 下 、Lグ ラ ナ ダ の 著 書 か ら)

～S2-09
,io,U一 マ ル チ リ ヨ の 理

(序 文 、 第n・18章)

-S2-12一 サ ン タ ・オ ラ リ ヤ

～S2-13一 サ ン タ ・マ ル チ ナ

―S2-14一 サ ン タ ・ア ナ ス タ シ ヤ(第19章)

一一S2-15一 サ ン ・ク レ メ ン テ(第20章)

一一S2-16 ,17― マ ル チ リ ヨの 理(X21・22章)

～S2―18一 サ ン ・シ メオ ン(第23章 〉

―-S2―19一 サ ン ・ポ リカ ル ポ(第24章)

-S2-20
,21一 マ ル チ リ ヨの 理(第25・26章)
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(表2)《 バ レ ト 写 本 に 収 め ら れ て い る 文 書 と 注 記 数 》

丁 数 バ レ ト写 本 に 収 め られ て い る 文 書 頁 数 本 文 注 欄 外 注 注 記 合 版7版2

記 記 計

OOIr-003r十 字 架 の 奇 蹟 物 語5055**

004r―048r主 日の 福 音 書89136136272**

049r―050vキ リス ト復 活 後 の 祝 日 の 福 音 書40i1**

052r-060r四 旬 節 の 金 曜 日 の 福 音 書17314**

060v-077vキ リス トの 受 難 物 語35022**

078r-082vキ リ ス トの 受 難 の 道 具 に 関 す る対 話1051419**

084r-100v聖 人 の 祝 日 の 福 音 書345666122**

102r-103r守 護 天 使 の 加 護3000**

108r-110r(主 日の 福 音 書 の 目 次)5000**

110v-llir(聖 人 の 祝 日の 福 音 書 の 目 次)2000**

116r-158r聖 母 マ リ ア の 奇 蹟 物 語6526340303**

158v―160r(聖 母 マ リァ の 奇 蹟 物 語 の 目次)4000**

161r-168rロ レ トの 聖 母 マ リア の 物 語15000**

164r-368r聖 人 伝********************

165r-168rBO1使 徒 聖 ペ ドロ7616220

168v-173rBO2使 徒 聖 パ ウ ロio222240

173v―178rBO3使 徒 聖 ア ン デ レ10016160

178v-181vBo4福 音 記 者 使 徒 聖 ジ ョ ア ン7012120

182r-184vBO5(使 徒)聖 ジ ャ コ ボ ・メ ノ ル(小 ヤ コ ボ)60660

185r-189rBO6使 徒 聖 ジ ャ コ ボ ・マ ヨ ル(大 ヤ コ ボ)90660

189v-193vBQ7使 徒 聖 トメ9021210

194r-195vBo8使 徒 聖 フ ィ リ ッ ペ40440

196r-199rBO9使 徒 聖 バ ル トロ メ ウ7014140

199v―202vBlo福 音 記 者 使 徒 聖 マ テ ウ ス フ011110

203r-208rB11使 徒 聖 シ マ ン と ジ ュ ダ ス11117180

208v-215vB12使 徒 聖 マ チ ア ス150990

276r-224vB13使 徒 聖 バ ル ナ ベ181io}1

225r-226r614聖 女 ザ ビ イ ナ3000

226v-228vB15聖 女 マ リ ナ(1)5000

229r-232v616聖 女 マ リ ナ(2)8000

233r-245rB17聖 エ ウ ス タ キ オ2514333nsO

245v―262v818聖 女 エ ウ ゼ ニ ヤ350000

263r-275vB19聖 ア レイ シ ョ260000
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276r-289aB20聖 女 カ テ リナ270000

289av-291B21聖 女 タ イ ス6000

291v-293rB22聖 ジ ュ ス トと パ ス トル4000

293v―298rB23一 万 ― 千 人 の ビル ゼ ン11iO1

298v-300vB24聖 女 ア ポ ロニ ヤ5000

301r―305rB25聖 女 ア ナ ス タ シ ヤ9000

305v-322rB26聖 女 マ リ ヤ ・エ ヂ チ ヤ カ34iOi

322v―326vB27聖 マ ン シ ョ9000

327r―331vB28聖 マ ウ リ チ オioOOO

332r-356vB29聖 パ ル ラ ン50423ioa5270

357r-359vB30四 十 人 の マ ル チ レス6000

360r-364rB31聖 ボ ニ フ ァ シ オ9000

364v―368rB32聖 女 ク リス テ ィナ8000

368v-379r(事 項 索 引)22000**

380r―381r(聖 人 伝 の 目 次)3000**

381v(全 体 の 内 容 目 次)iOOO**
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